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報

告

・

日

本

会

議

平

成

二

十

五

年

度

総

会

、

開

催

さ

る 

去
る
四
月
七
日
（
日
）
十
五
時
よ
り
、
前
日
の
風
雨
が
う
そ
の
ご
と
く
晴
れ
渡
っ
た
空
の
も
と
日
全
国
よ
り
五
百
名
を
超 

す
同
志
が
結
集
し
「
日
本
会
議
平
成
二
十
五
年
度
総
会
」
が
東
京
・
永
田
町
海
運
ク
ラ
ブ
「
国
際
会
議
場
」
で
開
催
さ
れ 

た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
皇
居
清
掃
奉
仕
を
終
え
て
の
ブ
ラ
ジ
ル
支
部
の
十
数
名
の
参
加
が
目
を
引
い
た
。
愛
知
県
本
部 

か
ら
は
、
私
を
含
め
五
名
、
名
刺
広
告
み
で
の
参
加
三
名
が
、
参
加
し
た
。
三
年
振
り
の
総
会
で
あ
る
。
開
会
に
先
立
ち
、

三
年
間
の
日
本
会
議
の
多
岐
に
わ
た
る
国
民
運
動
の
足
跡
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
写
さ
れ
そ
の
成
果
が
確
認
さ
れ
た
。 

最
後
に
憲
法
の
壮
途
に
立
ち
上
が
ろ
う
と
強
く
結
ん
だ
。
十
五
時
十
分 

本
部
役
員
・
日
本
青
年
協
議
会
代
表
の
中
山
氏
の
力
強
く
テ
キ
パ
キ
と 

し
た
司
会
進
行
で
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
国
歌
斉
唱
、
日
本
会
議
綱
領 

唱
和
に
続
き
、
三
好
会
長
よ
り
の
主
催
者
挨
拶
と
続
く
。
こ
の
三
年
間 

の
運
動
を
総
括
さ
れ
た
。
東
北
の
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
天
災
、
民 

主
党
政
権
に
も
た
ら
さ
れ
た
人
災
と
、
種
々
の
暗
雲
が
垂
れ
こ
め
た
。

最
大
の
成
果
は 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

昨
年
の
衆
院
選
で
の
三
百
議
席
に
迫
る
自
民
党
大
勝
利
に
よ
り
誕
生
し 

た
第
二
次
安
倍
内
閣
、
こ
れ
を
支
え
る
超
党
派
百
五
十
名
の
国
会
議
員
、 

の
う
ち
、
主
要
な
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
る
。
真
正
保
守
政
権
の
誕
生
で 

あ
る
。
こ
の
フ
ォ
ロ
ー
の
風
、
夏
の
参
院
選
の
勝
利
に
つ
な
げ
な
く
て 

は
な
ら
な
い
。
中
国
、
韓
国
、
北
朝
鮮
の
問
題
、
女
性
宮
家
問
題
、
憲 

法
改
正
、
国
防
軍
の
創
設
、
ま
っ
と
う
な
教
育
を
目
指
す
、
真
の
教
育 

改
革
等
、
や
る
べ
き
こ
と
が
山
積
し
て
い
る
。
日
本
会
議
こ
そ
こ
れ
ら 

問
題
に
対
峙
し
、
日
本
を
立
ち
直
ら
せ
る
運
動
の
中
核
で
あ
る
。「
ま 

す
ま
す
組
織
を
拡
大
し
て
、
頑
張
ろ
う
」
と
力
強
く
結
ば
れ
た
。
続
い 

て
今
夏
参
院
選
に
、
日
本
会
議
と
し
て
正
式
に
推
薦
決
定
し
た
衛
藤
晟 

一
氏
、
有
村
治
子
氏
両
候
補
に
来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
く
。
衛
藤
候
補
航 

空
機
運
航
野
関
係
で
到
着
が
遅
れ
て
お
り
日
本
会
議
国
会
議
員
懇
談
会
政
審
副
会
長
の
有
村
治
子
氏
に
先
に
挨
拶
い
た
だ 

く
。
特
に
女
性
宮
家
の
問
題
に
つ
き
国
会
質
問
の
成
果
と
し
て
民
主
党
政
権
の
い
い
加
減
さ
、
ま
や
か
し
を
露
呈
せ
し
め 

る
こ
と
が
で
き
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
の
、
政
府
見
解
に
大
多
数
が
反
対
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
自
負
し 

て
い
る
。
今
夏
参
院
選
で
は
、
憲
法
改
正
を
争
点
に
行
く
こ
と
こ
そ
必
要
。
皆
様
に
支
援
い
た
だ
き
、
安
倍
政
権
を
長
期 

政
権
に
す
べ
く
、
勝
利
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
い
る
。
参
院
選
の
比
例
区
の
場
合
、
政
党
名
で
は
当
選
が
困
難
。
必
ず
、 

あ
り
む
ら
治
子
、
衛
藤
せ
い
い
ち
と
個
人
名
を
記
入
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
安
倍
総
裁
ら
の
祝
電
披
露 

に
続
い
て
各
界
よ
り
の
ご
提
言
と
し
て
、
民
間
憲
法
臨
調
代
表
の
櫻
井
よ
し
こ
氏
に
登
壇
い
た
だ
い
た
。
憲
法
改
正
を
目 

指
す
に
何
を
す
べ
き
か
。
待
ち
に
待
っ
た
安
倍
政
権
に
よ
り
、
道
が
見
え
て
き
た
。
現
状
は
、
明
治
維
新
の
時
、
大
東 

亜
戦
争
敗
北
の
時
よ
り
難
し
い
局
面
。
大
半
の
国
民
の
心
の
中
か
ら
、
日
本
の
国
柄
が
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。
万
世
一
系 

の
言
葉
す
ら
消
え
て
い
る
。
目
を
海
外
に
向
け
れ
ば
、
第
二
次
オ
バ
マ
の
内
向
き
に
、
親
中
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
ど
こ 

ま
で
、
い
つ
ま
で
日
本
の
防
衛
に
な
る
の
か
。
習
近
平
中
国
は
民
不
安
を
お
さ
え
る
べ
く
、
中
国
こ
そ
、
中
国
共
産
党
こ 

そ
世
界
の
上
に
立
つ
の
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
軍
事
至
上
主
義
に
走
っ
て
い
る
。
日
本
は
他
力
本
願
が
ど
ん
な
大 

悲
劇
を
生
む
か
。
国
防
軍
、
軍
事
力
を
考
え
る
以
前
に
、
原
点
に
立
ち
戻
り
、
日
本
の
国
柄
を
取
り
戻
す
こ
と
こ
そ
が
必 

要
。
祈
り
最
優
先
に
さ
れ
て
き
て
お
ら
れ
る
天
皇
を
中
心
に
、
そ
の
下
に
、
貴
族
、
武
士
、
政
治
家
。
こ
の
間
が
う
ま
く 

機
能
し
あ
う
。
こ
れ
が
日
本
の
国
柄
の
基
本
。
し
か
し
戦
後
、
祭
祀
は
、
ご
公
務
で
な
く
皇
室
の
私
的
行
事
と
し
て
き
て 

し
ま
っ
た
。
こ
の
精
神
的
支
柱
を
、
憲
法
上
も
法
律
上
も
明
確
に
打
ち
立
て
て
初
め
て
他
国
に
対
し
て
も
こ
の
国
を
守
る 

と
明
言
し
て
は
ば
か
ら
ぬ
の
で
す
。
ま
ず
は
九
十
六
条
改
正
を
。
ま
さ
に
潮
目
は
我
々
に
来
て
い
ま
す
。
国
民
の
信
任
厚 

い
安
倍
政
権
、
自
主
憲
法
制
定
を
党
是
と
し
て
い
る
自
民
党
が
与
党
の
間
、
一
，
二
年
の
内
に
動
き
を
か
け
る
よ
う
頑 

張
り
ま
し
ょ
う
。
次
に
前
沖
縄
県
名
護
市
長
の
島
袋
吉
和
さ
ん
か
ら
普
天
間
の
辺
野
古
埋
立
て
地
移
設
推
進
は
十
五
年
ほ 

ど
前
か
ら
動
い
て
い
る
の
に
沖
縄
の
マ
ス
コ
ミ
は
反
対
運
動
し
か
取
り
上
げ
な
い
。
と
の
実
態
報
告
あ
り
。
続
い
て
西 

澤
常
任
理
事
よ
り
資
料
を
も
と
に
、
平
成
二
十
五
年
度
国
民
運
動
方
針
の
発
表
が
あ
っ
た
。
①
憲
法
改
正
め
ざ
す
国
民
運 

動
②
尖
閣
諸
島
を
守
る
国
民
運
動
③
盤
石
な
皇
室
制
度
を
め
ざ
す
国
民
運
動
④
教
育
改
革
を
め
ざ
す
国
民
運
動
⑤
英
霊
追 

悼
や
拉
致
・
領
土
問
題
な
ど
に
取
り
組
む
国
民
運
動
⑥
草
の
根
運
動
を
推
進
す
る
組
織
拡
大
運
動
（
全
国
に
都
道
府
県
本 

部
設
立
し
会
員
十
万
名
拡
大
。
全
国
三
百
小
選
挙
区
す
べ
て
に
支
部
設
立
。
全
国
に
三
千
名
の
地
方
議
員
、
四
十
七
都
道 

府
県
に
議
連
県
本
部
設
立
。
全
国
に
女
性
会
員
を
拡
大
し
、
四
十
七
都
道
府
県
に 

女
性
の
会
県
本
部
設
立
。 

日
本
会
議
国
会
議
員
懇
談
会
幹
事
長 

衛
藤
晟
一
氏 

が
到
着
さ
れ
た
の
で
ご
挨
拶
い
た
だ
く
。
学
生
時
代
か
ら
こ
の
憲
法
は
、
何
と
か 

し
な
い
と
日
本
の
将
来
は
危
う
い
と
思
い
、
政
界
入
り
し
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
間
自
民
党
が
崩
壊
寸
前
に
ま
で
な
っ
た
が
こ
ら
え
た
。
自
主
憲
法
制
定
を
党 

是
と
し
て
い
て
も
本
気
で
取
り
組
党
員
は
少
な
い
。
本
気
で
そ
の
意
志
を
持
っ
て 

 

お
ら
れ
る
安
倍
総
裁
を
ト
ッ
プ
に
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
今
、
決
し
て
こ
の 

 

機
を
逃
し
て
は
い
け
な
い
。
何
と
し
て
も
や
り
ぬ
く
思
い
で
参
院
選
に
も
臨
む

と 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

の
強
い
決
意
を
全
身
に
み
な
ぎ
ら
せ
て
い
た
。
こ
の
後
、
日
女
性
本
の
会
運
営 

委
員
長
の
植
原
さ
ん
よ
り
誌
友
拡
大
に
つ
き
意
見
発
表
あ
り
。
純
粋
そ
の
も
の
で 

あ
る
。
次
に
今
年
度
表
彰
式
が
あ
っ
た
。
我
が
名
古
屋
支
部
が
年
間
通
じ
て
新
規 

会
員
拡
大
に
功
績
を
挙
げ
た
と
し
て
二
番
目
の
に
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に 

は
、
今
年
度
個
人
部
門
で
上
位
表
彰
の
服
部
さ
ん
の
頑
張
り
が
、
非
常
に
影
響
し
て
い
る
と
は
い
え
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
、

「
あ
い
ち
通
信
」
読
ん
で
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
と
も
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
も
の
で
す
。
最
後
に
日
本
会
議
副
会
長
の
小 

田
村
氏
の
音
頭
で
、
聖
壽
万
歳
で
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
後
懇
親
会
に
も
参
加
し
、
学
生
時
代
、
民
族
派
学
生
グ
ル 

ー
プ
と
言
わ
れ
な
が
ら
共
に
日
本
国
の
国
柄
を
尊
び
、
周
り
に
も
伝
え
る
活
動
を
し
て
き
た
仲
間
と
も
旧
交
を
温
め
る
こ 

と
も
で
き
有
意
義
で
し
た
。
会
場
に
開
会
一
時
間
前
に
着
い
た
の
で
、
荷
物
預
け
、
靖
国
神
社
に
参
拝
し
て
き
ま
し
た
。 

い
つ
行
っ
て
も
気
持
ち
良
い
空
間
で
す
ね
。
満
足
し
た
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
（
名
古
屋
支
部
長
・
江
副 

嘉
彦
・
記
） 

 

 
三好会長よりの主催者挨拶 

●
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
予
定 

五
月
五
日
午
前
八
時
開
始
、
九
時
終
了
。
六
月
二
日
、
七
月
七
日
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
尚
、
六
月
か

ら
八
月
ま
で
の
夏
季
は
午
前
七
時
開
始
で
す
。
軍
手
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。
ま
た
、
小
雨
な
ら
社
屋
の

木
枠
拭
き
掃
除
し
ま
す
の
で
雑
巾
を
持
参
下
さ
い
。
大
雨
は
中
止
に
な
り
ま
す
が
、
疑
わ
し
い
天
気
の
場

合
に
は
、
現
場
責
任
者
の
服
部
宛
、
お
電
話
下
さ
い 

。
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●
「日
本
の
息
吹
」を
引
き
続
き
ご
継
続
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

支部表彰・表彰状 


